
授業づくりをこうマネジメントする（第８回）
２ 「厳しさは愛」が意味すること

　　　　　―表3―

中嶋　吉田先生が着ておられる T シャツ
の背中には「厳しさは愛」という文字が
プリントされていますが…。
吉田　これは，初めて創作ダンスに取り組
んだときの生徒たちが「吉田先生は厳しい

けど愛があ
る」と言って
くれたことが
きっかけにな
り，その後，
私が信条とし

ているものです。
中嶋　なるほど。授業を拝見していると，
子どもたちの実態を見て「旬」のタイミ
ングで，絶妙な言葉かけをしておられる
ことがよくわかります。叱咤激励だけで
ない。後には必ずフォローする言葉やね
ぎらいの言葉があり，最後は願いを語っ
ている。子どもたちは，吉田先生の授業
を通して「生き方」を学んでいるように
思いました。

　特に，なる
ほどと感心し
たのがチーム
に責任を与え
ておられるこ
と で し た 。

チーム・リーダーの責任感が彼女たちの
反省の言葉や吉田先生からの問いかけの
中に表れていました。リーダーは，でき
ない生徒を責めるのではなく，親身にな

って励まし，その子ができたときは自分
のことのように喜んでいました。 
吉田　今では，全校集会でも教師の注意
や指導の声もほとんどなく，リーダー中
心に整列，点呼，進行が当たり前のよう
にできていますが，異動してきたときは
大きな挫折感を感じたんですよ（笑）。
学年によっては，体育で20人以上の不参
加者がいました。体操服を持ってこない
生徒，持ってきても着替えない生徒も大
勢いたんですよ。まさに天国から地獄へ
つき落とされたように感じました。今ま
での指導がまったく通用しないんです。
忘れ物や遅刻をしてくる生徒が半数以上。
以前の先生との比較や自分たちのほうが
友中のことをよく知っていると言わんば
かりに反発してくる子どもたちにどう立
ち向かうか，いやどう寄り添うか，また
この先どうなるのだろうと不安になりま
した。何とか持ちこたえられたのは，先
生が皆元気で前向きだったこと，学年を

越えて共通理
解に努め，ど
の子も友中生
という気持ち
で接すること
ができたから

です。そして，女子の創作ダンスに取り
組んでから彼女たちとの関係が少しずつ
好転していきました。

　　　　 （本誌 p.132へ）

ちょっとした工夫が支える
子どもも保護者も満足する表現活動

　　　　　―口絵1― 　　　　　―表2―

３．「show and tell」で作品発表～コメントはＴＯＳＳメモに！

▲ 夏・冬休みなど，子どもたちが作品をつくってきたとき

には「show and tell」の作品発表会を行う。ポイントは，

子どもの発表を聞きながら「その場でコメントを書くこと」

だ。休み明けすぐの作品展に教師のコメントが入っているの

で，子どもも保護者も驚き，感謝される。これまではピンク

の画用紙を適当な大きさに切って書いていたが，東京教育技

術研究所（http://www.tiotoss.jp/）より発売された，ブロッ

クメモと付箋の特長を合わせ持った，全く新しい世界初のメ

モ帳である「TOSS メモ（さくら）」

だと，より効率がアップする。

　また，発表会の後には交流タイ

ムを設け，最後にそれぞれの作品

のよさや感想について指名なし発

表を行う。そうすることで，子ど

もたちは作品を詳しく見ようとす

る。交流タイムがただの遊びにな

らず，学習の場にもなるのだ。

４．運動会で大好評の表現活動「ニャティティソーラン」

▲ 運動会の表現種目で「ニャティティソーラン」

を演舞した。ケニア・ルオー族の伝統弦楽器

「ニャティティ」と日本の「よさこいソーラン」

が融合して生まれた踊りである。周りの人も踊

っている自分も元気になる最高のダンスで，子

どもたちもノリノリ！（指導資料やＤＶＤなどは

東京教育技術研究所よりお求めいただきたい）


